
正
副

議
長

・
各

種
委

員
会

委
員

の
就

任
   ・

２
正

副
議

長
・

各
種

委
員

会
委

員
の

就
任

   ・
２

定
例

会
及

び
決

算
の

概
要

・
・

・
・

・
・

４
定

例
会

及
び

決
算

の
概

要
・

・
・

・
・

・
４

決
算

特
別

委
員

会
・

・
・

・
・

・
・

・
・

６
決

算
特

別
委

員
会

・
・

・
・

・
・

・
・

・
６

補
正

予
算

な
ど

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

９
補

正
予

算
な

ど
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
９

審
議

結
果

、
賛

否
の

公
表

・
・

・
・

・
１

２
審

議
結

果
、

賛
否

の
公

表
・

・
・

・
・

１
２

一
般

質
問

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
１

３
一

般
質

問
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１
３

活
動

報
告

 ・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
１

８
活

動
報

告
 ・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１
８

特
集

 議
会

改
革

・
・

・
・

・
・

・
・

・
２

０
特

集
 議

会
改

革
・

・
・

・
・

・
・

・
・

２
０

９
月

定
例

会
　

９
月

定
例

会
　

　
―

  Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｓ

  ―
　

―
  Ｃ

Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｔ

Ｓ
  ―

　
12

月
1

日
   発

  行
12

月
1

日
   発

  行
令

和
 3

年
令

和
 3

年

6
1

6
1
号号

に
の
へ

に
の
へ

市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り

　　
仲
間
に
タ
ス
キ
と
希
望
を
託
す

仲
間
に
タ
ス
キ
と
希
望
を
託
す

「
祝

！
東

北
中

学
校

駅
伝

競
走

大
会

出
場

」
　

福
岡

中
学

校
陸

上
部

「
祝

！
東

北
中

学
校

駅
伝

競
走

大
会

出
場

」
　

福
岡

中
学

校
陸

上
部

Y
o

u
Tu

b
e

で
ネ

ッ
ト

中
継

配
信

中
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
な

が
ら
、
議
会
機
能
の
強
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
市
議
会
へ
参
画
し
や
す
い
環

境
を
整
え
、
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

が
議
会
改
革
の
目
標
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
付
託
に
お
応
え
す
る
よ
う
誠
心
誠

意
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
も
お
気
軽

に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
議
会
へ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
重
責
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
任
期
末
ま
で
務
め
る
に
あ
た
り
、

よ
り
一
層
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、
議
会
運
営
の
活
性
化
や
効
率
化
を
図

る
た
め
、
議
会
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

な
く
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

議  長   岩 崎 敬 郎

副議長  三 浦 利 章
【
議
長
選
挙
結
果
】

岩
崎
敬
郎            

７
票

田
代
博
之            

７
票

無
効
票
（
白
票
）  

３
票

※
最
多
得
票
者
が
２
名

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

公
職
選
挙
法
第
95
条
を

準
用
し
、
く
じ
に
よ
り

選
出
し
ま
し
た
。

【
副
議
長
選
挙
結
果
】

三
浦
利
章         

13
票

無
効
票
（
白
票
）
４
票

広 聴 広 報 委 員 会

　令和 3 年 8 月 27 日に開催された臨時会において正・副議長選挙が行われ、新議長には岩崎　

敬郎 議員が、副議長には 三浦利章 議員が選出されました。また、各常任委員会及び議会運

営委員会、広聴広報委員会の委員が次のとおり改選されました。あらたな体制で「もっと住み

よいまち」をめざし頑張ってまいります。任期折返しのこれからの 2 年間は、市民の意見を

市政に反映させる「議会改革」をさらに推し進めます。議員 17 人が一丸となり、市民福祉の

向上と活力あるまちづくりの実現に向けて取り組んでまいります。　

　新たな体制で　　　 活力あるまちに

文教福祉常任委員会
教育、文化・体育、健康衛生、福祉など

を担当します。

総務常任委員会
税金、まちづくり、防災、住民登録・証明、

ごみなどの生活に関することを担当します。

３ つ の 常 任 委 員 会 と 議 会 運 営 委 員 会

議会運営委員会
議会の日程や議事の取り扱い、進行や議会内

のルールについて協議します。

産業建設常任委員会
商工業、観光、道路、公園、区画整理、

上下水道などを担当します。

広聴部会

 議会ウェブサイト、議会報告会・市民との意見交換会を担当します。

　新畑部会長、髙村副部会長、米田委員、國分委員

広報部会

 議会だよりの編集を担当します。

委員は最終ページをご覧ください。

（後列左から時計回りに）内沢委員、米田委員、　　

岩崎委員、沼井副委員長、駒木委員長、菅原委員

（後列左から時計回りに）三浦委員、小田島委員、

田中委員、出堀委員長、田口副委員長

（後列左から時計回りに）田代委員、新畑委員、　

國分委員、畠中委員、髙村委員長、石輪副委員長

（後列左から時計回りに）田口委員、菅原委員、　

出堀委員、内沢副委員長、國分委員長、駒木委員

委員長　　石輪成人　

副委員長　新畑鉄男（広聴部会長）、田口一男（広報部会長）

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る　

力
強
い
議
会
づ
く
り
を　

目
指
し
ま
す
！

議
会
機
能
を
強
化
し

市
民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
に

努
め
ま
す
！
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・道路新設改良舗装事業
１億８，４２１万円

・金田一近隣公園整備事業
　               　　　　３，３８６万円

土木費

21 億 0,030 万円

（　　　　   ）道路や河川の整備・
維持にかかるもの

・防災行政無線等整備事業　　　　
　　　　　　２億２，８２４万円

・消防施設整備事業　　　　　　
　　　　　　　　  ４，００４万円

消防費

9 億 0,633 万円

（　　　　    ）消防活動、消防施設整備
などにかかるもの

・農業農村直接支払事業
             １億４，２２２万円

・ 森 林 環 境 整 備 事 業　　　   　    
　　　　　　　　  １，００７万円

農林水産業費

6 億 6,119 万円

（　　　　）農地整備、農家支援
などにかかるもの

・中小企業融資事業
　　　  　1 億１，９８４万円

・滴生舎維持管理事業
４，３６０万円

商工費

7 億 7,985 万円

（　　　　    ）観光イベント、漆振興、
企業誘致などにかかるもの

・予防接種助成助成事業
           　　　　　　２，８５６万円

・ロコモティブシンドローム予防
   事業（※）  　　    １, １４４万円

  衛生費

15 億 4,638 万円

（　　　　）予防接種、ごみ処理
などにかかるもの

・小学校トイレ改修事業　　　　
　              　　　　２，８２２万円

・公民館整備事業                      
１，９２８万円

教育費

15 億 2,890 万円

（　　　　　 ）小中学校、学校給食、社会
教育事業などにかかるもの

・病児等保育事業・病児等保育事業
　　　　　　　    ２，５３７万円　　　　　　　    ２，５３７万円

・子ども医療費助成事業　　　　・子ども医療費助成事業　　　　
　　　　　　　　１，４３４万円　　　　　　　　１，４３４万円

   民生費

50 億 3,579 万円

（　　　　）高齢者、児童など
福祉にかかるもの

 ・公民連携まち再生事業
５，１１３万円

・移住・定住推進事業　　　　　   
５０６万円

総務費

51 億 2,185 万円

（　　　　　 ）情報管理、市バス運行、ま
ちづくり、職員人件費など

一般会計歳出額は 200 億 5,966 万 3,036 円

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
6
日
か
ら
24
日
ま
で
の
19
日
間
開
催
さ

れ
、
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
令
和
２
年
度
決
算
認

定
９
件
と
、
補
正
予
算
案
等
の
議
案
12
件
及
び
諮
問
２
件
を
審

査
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

報
告
事
項
３
件
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
議
員
提
出
の
意
見
書
案
４

件
の
う
ち
２
件
と
決
議
案
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
や
教
育
行
政

全
般
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

実
質
収
支
は
７
億
８
９
３
７
万
３
千
円
の
黒
字

実
質
収
支
は
７
億
８
９
３
７
万
３
千
円
の
黒
字  

自主財源… 市で集めたお金
依存財源… 国・県や市債に
　　　　　 頼ったお金

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
総
括
す
る
と
、
歳

入
決
算
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
16
・
72
％

増

の

２

６

８

億

６

６

２

８

万

０

８

４

０

円
、

歳

出

決

算

総

額

は

16
・

56
％

増

の

区　　分 収　　入 支　　出 差引額

水道事業会計

収益的収支 7 億 2,317 万円 6 億 5,636 万円 6,681 万円

資本的収支
3 億 1,643 万円 5 億 6,452 万円 △ 2 億 4,809 万円

不足額 2 億 4,809 万円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留
保資金、当年度分消費税資本的収支調整額で補てんしています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額

一 般 会 計 208 億 3,294 万円 200 億 5,966 万円 7 億 7,328 万円

特  

別  

会

計

国民健康保険
事業勘定 27 億 7,932 万円 27 億 6,573 万円 1,359 万円

診療施設勘定 2 億 2,712 万円 2 億 2,671 万円 41 万円

下水道事業 8 億 4,361 万円 8 億 1,210 万円 3,151 万円

生活排水処理事業 5,046 万円 4,580 万円 466 万円

簡易水道事業 9,436 万円 9,114 万円 322 万円

土地区画整理事業 17 億 1,937 万円 16 億 7,849 万円 4,088 万円

介護サービス事業 0 万円 0 万円 0 万円

後期高齢者医療 3 億 1,910 万円 3 億 1,536 万円 374 万円

計 268 億 6,628 万円 259 億 9,499 万円 8 億 7,129 万円

　

※端数処理のため計が一致しない部分があります。

会計別決算状況

決   算
の

概   要

２
５
９
億
９
４
９
８
万
５
４
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は

８
億
７
１
２
９
万
５
３
９
０
円
で
、
こ
の
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
８
１
９
２
万
１
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
７
億
８
９
３
７
万
３
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

年
度
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
は
１
億
２
０
６
３
万
１
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
積
立
金
や
基
金
取
崩
額
を
勘
案
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

６
０
４
４
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定例会及び決算の概要　　定例会及び決算の概要　　　 　決算 の概要

一般会計の
主な使い道

一般会計
決算内訳

こんな事業に

使われました

令
和
令
和
２
年
度
決
算

年
度
決
算  

全
９
会
計
を

全
９
会
計
を
認
定
認
定

９月
定例会

※ロコモテイブシンドロームとは加齢などに伴い体を動かす機能が低下することで、予防事業は動ける能力を維持するものです。



- 7 -　　　にのへ市議会だより  61 号 令和 3 年 12 月 1 日　　　　　- 6 -

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

問  
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
課
題
と
次

年
度
に
向
け
た
考
え
は
。

答 

校
内
の
高
速
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
電
子
黒
板
を
整
備

し
て
き
た
が
、
教
職
員
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い

こ
な
せ
る
か
と
い
う
点
が

課
題
で
あ
る
。
今
年
４
・

５
月
に
業
者
か
ら
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
立
ち
上
げ
、
県

内
で
最
も
先
進
的
な
学
校

を
見
学
し
て
講
義
を
受
け

る
と
と
も
に
、
課
題
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

を
、
周
辺
部
か
ら
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
い
た
だ
く
こ
と

と
し
、
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
部
分
に
つ
い
て
は
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

交
通
安
全
施
設
点
検
整
備

問 

優
位
順
位
の
決
め
方

は
。
令
和
２
年
度
の
実
績

は
。

答 

地
域
要
望
や
学
校
を
通

じ
て
情
報
を
得
た
う
え
で
、

交
通
安
全
施
設
等
点
検
会

議
に
お
い
て
審
議
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
新
設
６
基
、
修
繕

３
基
、
区
画
線
は
八
幡
下

の
市
道
に
、
橋
場
か
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
道
路
に
は

徐
行
標
示
を
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

問 

納
税
額
が
伸
び
な
か
っ

た
要
因
は
。

答 

昨
年
度
は
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
作
柄
が
悪
く
数
が
出
な

か
っ
た
、
漆
器
は
受
注
が

多
く
て
返
礼
品
に
回
す
数

が
少
な
く
な
っ
た
、
以
上

の
理
由
で
希
望
に
応
え
る

お金の使い道をチェック！お金の使い道をチェック！

 決算特別委員会

移
住
・
定
住
促
進
事
業

問 

昨
年
度
の
移
住
相
談
件

数
と
移
住
支
援
補
助
金
交
付

件
数
。

答 

移
住
に
か
か
る
相
談
件

数
は
17
件
、
主
に
移
住
支
援

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
実
際
に
移
住
支
援
補

助
金
の
交
付
を
し
た
の
は
７

件
、
移
住
者
の
年
代
は
20
～

30
代
の
方
が
多
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業問 

免
許
返
納
に
よ
り
困
っ

て
い
る
方
へ
の
対
応
を
伺

う
。

答 

令
和
２
年
度
に
「
二
戸

市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
し
た
が
、
こ
れ
は

３
年
間
か
け
て
聞
き
取
り

し
た
り
暮
ら
し
の
足
の
確

保
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
市
街
地
は

利
便
性
の
良
い
Ｊ
Ｒ
バ
ス

や
県
北
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

ら
、
先
を
見
据
え
関
連
す

る
部
分
を
考
え
あ
わ
せ
て

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、
こ
れ
ま

で
で
き
な
か
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
や
空
調
設
備

の
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
優

先
順
序
を
決
め
な
が
ら
予

算
を
検
討
し
て
い
く
。

産
業
振
興
分
野

問 

こ
れ
ま
で
市
が
力
を

入
れ
て
き
た
二
戸
型
テ
ロ

ワ
ー
ル
事
業
の
成
果
を
伺

う
。

答 

事
業
３
年
目
の
成
果

を
期
待
で
き
る
年
度
で
あ

決
算
の
総
括

問 

実
質
単
年
度
収
支
が
３

年
ぶ
り
に
黒
字
に
転
じ
た

が
、
コ
ロ
ナ
は
ど
う
影
響

し
た
か
。

答 

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
突
然
の
コ
ロ
ナ
対
応

を
し
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
た
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
蔓

延
に
よ
る
景
気
の
低
迷
が

予
想
さ
れ
る
が
、
人
口
減

少
に
負
け
な
い
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

主
要
事
業
の
評
価

問 

全
体
的
な
成
果
と
、

次
年
度
に
生
か
す
べ
き
反

省
点
を
伺
う
。

答 

ま
ち
づ
く
り
と
し
て

は
、
金
田
一
温
泉
・
九
戸

城
・
天
台
寺
周
辺
の
公
民

連
携
事
業
と
、
二
戸
駅
周

辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
、
２
大
事
業
の
進
捗
が

み
ら
れ
た
。
試
行
錯
誤
的

な
状
況
も
あ
っ
た
こ
と
か

　全議員で構成する決算特別委員会では、委員長に

畠中泰子議員が、副委員長に石輪成人議員が選出さ

れました。

　委員会と所管の分科会において詳細にわたり審査

をした後、最終日に各分科会の報告を受けて採決が

行われました。特別委員会において審議し採決した結果、令和２年度一般会計と７つの特別会計、

水道事業会計の計９会計、全ての歳入歳出決算を「認定すべきもの」と決しました。

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
体
験
を

す
る
取
り
組
み
や
、
介
護

者
支
援
と
し
て
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
し
た
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
な

ど
、
若
年
層
の
認
知
症
や

加
齢
に
よ
る
認
知
症
等
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

問 

学
校
給
食
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
。

答 

給
食
対
応
し
た
児
童
生

徒
数
は
、
元
年
度
25
名
か

ら
２
年
度
38
名
と
13
名
増

加
。
給
食
対
応
し
な
い
児

童
生
徒
数
は
56
名
か
ら
63

名
と
、
い
ず
れ
も
増
加
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

問 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
は
。

答 

令
和
２
年
２
月
に
対
策

室
が
整
備
さ
れ
、
専
任
職

員
４
名
、
兼
務
４
名
の
体

制
を
組
ん
で
対
応
し
た
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

問 

事
業
終
了
後
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

各
種
健
診
の
受
診
や
保

健
事
業
等
へ
の
参
加
な
ど

の
意
識
向
上
に
取
り
組
ん

だ
。
現
在
は
、
保
健
師
に

よ
る
健
康
状
態
未
把
握
者

や
要
健
康
指
導
者
へ
の
対

応
等
、
訪
問
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
お
り
、
健
診
率
を

全
体
的
に
ア
ッ
プ
さ
せ
て

い
る
。

認
知
症
の
実
態
把
握

問 

人
数
把
握
と
対
策
は
。

答 

発
症
人
数
は
把
握
し

て
い
な
い
。
対
策
事
業
と

し
て
は
Ⅴ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
直
接
に
受
け
た
。
し
か

し
、
今
後
に
向
け
て
の
土

台
づ
く
り
は
し
っ
か
り
で

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
分
野

問 

児
童
生
徒
へ
の
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

休
校
に
よ
る
学
力
面
へ
の

影
響
は
。

答 

学
力
の
認
識
方
法
は

２

種
類
あ
り
、
目
に
見

え
る
認
知
能
力
の
方
は
影

響
が
な
か
っ
た
。
目
に
見

え
な
い
非
認
知
能
力
の
方

は
、異
文
化
交
流
や
文
化
・

体
育
大
会
な
ど
活
動
の
機

会
が
奪
わ
れ
た
影
響
は
否

め
な
く
、
残
念
な
年
度
で

あ
っ
た
。

農
林
分
野

問 

森
林
所
有
者
意
向
調

査
の
後
に
、
間
伐
や
林
道

整
備
な
ど
の
災
害
防
止
を

含
め
た
山
の
管
理
に
至
る

よ
う
な
想
定
は
あ
る
か
。

答 

同
調
査
は
山
の
状
況

把
握
と
所
有
者
の
意
向
を

調
査
し
、
管
理
の
団
地
化

を
図
る
も
の
。
林
道
整
備

な
ど
は
別
事
業
で
検
討
し

て
い
く
。

健
康
増
進
分
野

問 

健
康
診
断
の
結
果
が

要
指
導
や
要
医
療
と
な
っ

た
方
へ
の
対
応
は
。

答 

保
健
師
な
ど
が
保
健

指
導
を
行
う
。
と
り
わ
け

要
医
療
の
方
は
重
症
化
し

な
い
よ
う
医
療
機
関
に
つ

な
げ
て
い
る
。

文
教
福
祉 

分
科
会

22

年

度

決

算

全

体

年

度

決

算

全

体

　　決算 特別委員会 決算特別委員会　　決算特別委員会　　

一

般

会

計

決

算

一

般

会

計

決

算

総 

務 

分
科
会

委
員
会
で
の
質
疑

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

不
能
欠
損
・
税
等
の
徴
収

問 

徴
収
率
を
上
げ
る
た
め

に
努
力
し
た
点
は
。
そ
の

結
果
は
。

答 

不
能
欠
損
は
個
々
の
状

況
を
徹
底
調
査
し
た
う
え

で
処
理
し
た
。
現
年
度
分

は
新
規
の
滞
納
を
出
さ
な

い
よ
う
に
努
力
し
、
滞
納

繰
越
分
は
額
を
減
ら
す
こ

と
を
目
標
に
し
て
１
千
万

円
減
ら
し
た
。
大
型
の
滞

納
は
県
の
機
構
を
通
じ
て

対
応
し
た
。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
納
付
機
会
の
拡

大
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り

徴
収
率
が
向
上
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

全国にファンが広がる二戸産サクランボ

ワクチン接種会場の様子

二戸産3種の肉を使用「ぶっとべメンチカツ」

２
年
度
一
般
会
計
決
算

２
年
度
一
般
会
計
決
算

２
年
度
一
般
会
計
決
算

２
年
度
一
般
会
計
決
算

ある日の給食メニュー「へっちょこだんご」

手入れされていないカラマツ林

めざせ！国際人　小学生も英語学習
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入
で
き
な
い
等
の
問
題
や
そ
こ
に
内
包
さ

れ
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
を
国

に
対
し
て
求
め
る
も
の
で
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
価
下
落
に

対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書   

　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
す
る

な
か
で
農
業
者
の
経
営
と
地
域
経
済
を
守

る
た
め
、
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な

い
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
国
に

求
め
る
も
の
で
す
。 

○
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議　

　

二
戸
市
議
会
と
し
て
議
会
改
革
を
推
進

す
る
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

※
詳
細
は
特
集
ペ
ー
ジ
を
参
照

　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
事
業
費　

補
助
金

・
道
路
維
持
費        　

１
億
６
９
４
６
万
円

　

除
雪
委
託
料
な
ど
の
冬
期
間
の
除
雪
に

係
る
費
用
及
び
町
内
会
等
が
行
う
除
雪
な

ど
を
支
援
す
る
費
用   

○
令
和
２
年
度
二
戸
市
健
全
化
判
断
比
率

及
び
経
営
健
全
化
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

 

◆
要
旨　

普
通
会
計
は
実
質
赤
字
は
生

じ
て
お
ら
ず
、
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

率
比
率
も
対
前
年
度
で
低
下
、
ま
た
各
会

計
に
お
い
て
資
金
不
足
は
生
じ
て
お
ら
ず

良
好
な
状
態
で
あ
る
。

○
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行

の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
関
す

る
報
告
に
つ
い
て

 

◆
要
旨　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
教
育

二
戸
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定
に
つ
い
て                                   

　

地
域
全
体
の
人
口
減
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
「
人
づ
く
り
」
と
「
公
民
連
携
」
を

軸
と
し
て
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
地
域
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
事

業
展
開
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）                                   

◆
補
正
額  　

    　

    

６
億
３
２
８
８
万
円

　

前
年
度
決
算
に
と
も
な
う
繰
越
金

７
億
２
千
万
円
を
予
算
化
す
る
と
と
も
に

基
金
積
立
、
生
活
路
線
と
な
る
鉄
道
や
道

路
の
維
持
に
か
か
る
経
費
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

【
主
な
内
容
（
歳
出
）】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
億
６
３
０
０
万
円

・
交
通
運
輸
対
策
費　
　

   

２
６
６
７
万
円

  

い
わ
て
銀
河
鉄
道
の
利
用
促
進
に
か
か
る

負
担
金
や
運
航
支
援
の
補
助
金
な
ど

・
公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
０
８
万
円

あ
る
。
農
林
課
と
駆
除
担

当
課
と
が
連
携
し
て
補
助

制
度
の
利
用
等
の
助
言
を

し
て
い
く
。

問 

公
共
下
水
道
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

答 

家
庭
に
お
い
て
は
汲

取
料
な
ど
の
定
期
的
な
費

用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
。

市
全
体
で
は
、
水
洗
化
が

68
％
普
及
し
て
川
の
水
質

が
改
善
さ
れ
た
ほ
か
、
蚊

や
ハ
エ
も
少
な
く
な
り
生

活
環
境
が
よ
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

問 

事
業
の
進
捗
状
況

は
。

答 

社
会
資
本
整
備
交
付

金
が
７
億
８
千
万
円
措

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

二
戸
駅
周
辺
枋
ノ
木
市

民
会
館
線
の
整
備
に
大

き
な
進
捗
が
認
め
ら
れ

た
。
今
後
も
工
事
の
ペ
ー

ス
を
維
持
し
な
が
ら
着
々

と
進
め
て
い
く
。

委
員
会
の
会
議
の
開
催
状
況
と
あ
わ
せ
、

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
数
値

目
標
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て                                   

　

次
の
委
員
候
補
者
に
つ
い
て
適
任
と
す

る
答
申
を
し
ま
し
た
。

【
候
補
者
】

　

二
戸
市
堀
野　
　

小 

林　

光 

子 

氏

　

二
戸
市
安
比　
　

千 

葉　
　

 

隆 

氏

○
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
の
復
元
を
国

会
及
び
政
府
に
求
め
る
も
の
で
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書

　

令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け

て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
を
展
望
し
た
地
方

行
財
政
の
充
実
を
強
く
政
府
に
求
め
る
も

で
す
。 

○
「
生
理
の
貧
困
」
へ
の
対
策
を
求
め

る
意
見
書

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
生
理
用
品
が
購

　　補正 予算など 決算特別委員会　　決算特別委員会　　

可
決

決
算
認
定
以
外
の

主
な
議
案 可

決

農
地
利
用
意
向
調
査

問 

耕
作
放
棄
地
の
調
査

結
果
を
ど
う
活
か
す
か
。

答 

回
答
率
が
よ
く
な
い

の
で
、
回
答
い
た
だ
く
よ

う
努
力
し
な
が
ら
、
調
査

方
法
に
つ
い
て
も
見
直
す

よ
う
検
討
を
す
る
。
地
域

農
業
の
現
状
と
課
題
を
把

握
し
、
農
地
が
耕
作
可
能

な
う
ち
に
耕
作
で
き
る

人
に
つ
な
げ
、
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
を
少

な
く
す
る
こ
と
に
役
立

て
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策

問 

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ

シ
ン
な
ど
へ
の
対
策
は
。

答 

被
害
対
策
支
援
事
業

補
助
金
に
よ
り
爆
音
機
や

電
気
柵
を
設
置
し
た
例
が

コ
ロ
ナ
の
影
響
と
支
援
策

問 

市
内
の
飲
食
・
宿
泊
・

交
通
業
者
へ
の
影
響
は
。

対
す
る
支
援
策
は
。

答 

影
響
は
事
業
者
に
よ

り
違
い
は
あ
る
が
30
～
50

パ
ー
セ
ン
ト
の
売
上
減
と

な
っ
て
い
る
。
県
事
業
で

救
え
な
い
事
業
者
に
市
独

自
の
支
援
を
行
っ
た
。
現

時
点
（
９
月
）
で
県
の
緊

急
事
態
宣
言
も
影
響
し
て

お
り
、
総
体
的
に
厳
し
く

元
の
状
況
に
は
戻
っ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

２
年
度
一
般
会
計
決
算

２
年
度
一
般
会
計
決
算

補
正
予
算

否
決

討討  

論論

　　

反
対
反
対
し
ま
す
！

し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

認
定
第
６
号　

２
年
度
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
決
算

議
決
案
件

議
員
発
議

報　
　

告

決
算
認
定
分

産
業
建
設 

分
科
会

２

年

度

下

水

道

事

業

２

年

度

下

水

道

事

業

特

別

会

計

決

算

特

別

会

計

決

算

２
年
度
区
画
整
理
事
業

２
年
度
区
画
整
理
事
業

特

別

会

計

決

算

特

別

会

計

決

算

決
算
認
定
以
外

発
議
願
第
３
号　

「
生
理
の
貧
困
」
へ
の

対
応
を
求
め
る
意
見
書

可
決

適
任

　

田
口　

一
男  

議
員

　

「
生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て
は
、
政
府

が
取
り
ま
と
め
た
女
性
活
躍
・
男
女
共

同
参
画
の
重
点
的
方
針
２
０
２
１
に
盛

り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
考
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
か
ら
生

ま
れ
た
我
々
は
、
女
性
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
ブ
ー
視
せ
ず
に

日
常
的
な
問
題
と
し
て
、
ト
イ
レ
に
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
あ
る
よ
う
に
、

女
性
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
の
が

当
然
、
と
い
う
社
会
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
賛
成
す
る
。

コロナから「地元の味」も守ろう！

賛
成

　

畠
中　

泰
子  

議
員

　

国
の
交
付
金
増
に
と
も
な
う
６
億
円

も
の
事
業
費
増
額
は
、
移
転
長
期
化
に

よ
り
市
内
中
心
地
域
が
停
滞
す
る
不
安

を
解
消
し
た
い
と
い
う
当
局
の
思
い
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
転
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
高
齢
の
住
民
に
と

っ
て
は
、
仮
住
居
探
し
が
大
変
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
職
員
に
よ
る
細
や
か

な
相
談
窓
口
な
ど
体
制
を
整
え
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
か
ら
理
解
や
納
得
が
得

ら
れ
て
真
の
「
楽
し
く
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
と
な
る
よ
う
求
め
賛
成
す
る
。

賛
成

発
議
願
第
４
号　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策
を

求
め
る
意
見
書

賛
成

　

畠
中　

泰
子  

議
員

　

米
価
の
大
暴
落
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
な
か
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
需
要
減
も
重

な
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
米
作
り
や
地

域
農
業
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し

ま
う
。
政
府
に
よ
る
過
剰
在
庫
の
緊
急

買
入
れ
、
及
び
そ
の
米
を
生
活
困
窮
者

へ
の
食
糧
支
援
や
海
外
援
助
へ
の
活
用
、

さ
ら
に
は
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸

入
量
調
整
、
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
が

国
民
的
な
要
求
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成

す
る
。

人
事
案
件

可
決

可
決

否
決

収穫前の果物が被害に…

道路が拡幅され、まちなみが変わる大村地区

利用して守ろう！生活の足　いわて銀河鉄道

整備が進む二戸駅前
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除
雪
委
託
料

問 

今
年
の
改
善
点
は
。

答 

昨
年
度
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

よ
り
デ
ー
タ
蓄
積
さ
れ
た

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
い
る
。
山
間
部
な

ど
デ
ー
タ
が
う
ま
く
蓄
積

さ
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
た

め
、
一
部
ス
マ
ホ
を
使
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
市
街

地
で
は
、
通
学
路
を
重
点

的
に
行
う
考
え
で
あ
る
。

　

浄
法
寺
地
区
に
設
置
し

て
い
る
電
気
融
雪
機
器

に
不
具
合
が
見
ら
れ
る
の

で
、
随
時
修
繕
し
な
が
ら

除
雪
と
併
用
し
て
稼
働
さ

せ
て
い
く
。

浄
法
寺
漆
産
業
振
興
基
金

積
立
金

問 

補
正
後
の
基
金
残
高
は
。
今

後
の
方
針
は
。

答 

補
正
後
で
８
１
４
２
万

２
千
円
と
な
る
。
漆
振
興

事
業
は
財
源
確
保
が
課
題

で
は
あ
る
が
、
国
県
の
有

効
な
補
助
事
業
を
確
保
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

産
業
力
強
化
促
進
事
業
補

助
金

問 

ど
う
い
う
内
容
の
も
の

か
。

答 

県
北
広
域
に
お
け
る
産

業
競
争
力
強
化
や
若
者
の
地

元
定
着
を
図
る
た
め
、
中
小

企
業
が
生
産
向
上
等
に
資
す

る
設
備
導
入
を
行
う
場
合
に

要
す
る
経
費
の
３
分
の
１
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
補

助
金
の
上
限
は
１
千
万
円
、

県
と
市
が
半
分
ず
つ
負
担
す

る
の
で
市
負
担
分
は
５
百
万

円
で
あ
る
。

①
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
や
健
康
志
向
に
対
応
し

た
メ
ニ
ュ
ー
提
供
等
を
進

め
な
が
ら
、
食
の
多
様
性

を
ま
ち
の
中
に
活
か
し
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

②
は
交
通
手
段
の
ひ
と
つ

と
す
る
た
め
実
証
実
験
等

も
含
め
て
導
入
ま
で
進
め

る
も
の
で
あ
る
。

③
は
昨
年
度
ま
で
テ
ロ

ワ
ー
ル
事
業
等
で
地
域
の

宝
や
食
な
ど
を
発
信
し
た

も
の
を
実
際
に
体
験
し
て

も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
運

営
を
担
う
人
づ
く
り
等
も

含
め
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

④
は
金
田
一
温
泉
周
辺
地

区
に
集
客
す
る
た
め
、
同

地
域
に
新
た
な
交
流
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

問 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
及

び
昨
年
以
上
に
厳
し
い
市

内
の
景
況
感
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

答 

コ
ロ
ナ
の
長
期
化
に
よ

り
市
内
経
済
は
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
国
の
臨
時
交
付

金
を
は
じ
め
、
必
要
に
応

じ
て
市
の
単
独
費
を
導
入

し
な
が
ら
、
事
業
者
支
援

や
消
費
喚
起
に
結
び
つ
け

て
い
く
。

問 

コ
ロ
ナ
対
策
の
長
期
化

に
と
も
な
い
、
職
員
が
夜

遅
く
ま
で
、
あ
る
い
は
土

日
も
休
ま
ず
時
間
外
勤
務

を
し
て
い
る
。
現
状
の
把

握
や
健
康
面
で
の
配
慮
は

し
て
い
る
か
。

答 

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
集
中

し
て
い
る
。
部
署
を
超
え

た
応
援
体
制
や
、
会
計
年

度
職
員
増
員
な
ど
対
応
を

し
て
い
る
が
厳
し
い
状
況

補正予算など　　補正予算など　　　　補正 予算など

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業

問 

同
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

答 

民
間
保
育
所
に
お
け
る

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
、
子
ど
も

の
登
降
園
管
理
や
保
育
計

画
、
記
録
等
の
周
辺
業
務

や
補
助
業
務
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
て

業
務
シ
ス
テ
ム
導
入
に
必

要
な
費
用
を
支
援
す
る
。

民
生
費
寄
付
金

問 

寄
付
を
さ
れ
た
方
に
謝

礼
だ
け
で
は
な
く
、
事
業

報
告
も
し
て
い
る
の
か
。

答 

ふ
る
さ
と
納
税
で
は

個
別
に
礼
状
を
出
し
て
い

る
。
指
定
さ
れ
た
使
い
道

の
活
用
内
容
は
市
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

る
。

教
育
振
興
基
金

問 

補
正
後
の
残
高
は
。

答 

補
正
後
は
７
３
０
２
万

２
１
４
７
円
と
な
る
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

問 

基
本
目
標
の
根
拠
は
。

答 

数
値
は
総
合
計
画
で
あ

げ
た
も
の
を
こ
れ
ま
で
の

実
績
等
も
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
設
定

し
た
。
総
合
計
画
と
過
疎

計
画
と
を
同
方
向
に
進
め

る
こ
と
で
目
標
値
も
達
成

し
て
い
き
た
い
。

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業

の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

支
援
事
業
費
補
助
金

問 

事
業
内
容
は
。

答 

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
連
動
さ
せ
て
展

開
し
て
い
く
た
め
に
、

①
フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
支
援
、
②
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
導
入
、
③
地
域
体

験
商
品
造
成
、
④
足
湯
整

備
、
以
上
の
４
事
業
を
対

象
と
し
た
。

で
あ
る
。
管
理
職
は
現
状

を
把
握
し
、
指
導
や
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

除
雪
計
画

問 

昨
年
度
比
較
で
工
夫
し

た
点
を
伺
う
。

答 

出
動
基
準
は
変
わ
ら
な

い
が
、
昨
年
度
導
入
し
た

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
稼
働

場
所
が
把
握
で
き
、
効
率

よ
く
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
除
雪

後
の
排
雪
に
つ
い
て
は
、

業
者
と
相
談
し
て
進
め
て

い
く
。

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

補
正
予
算
（
第
８
号
）

討討  

論論

会議録を公開しています

　本会議の会議録は、市役所１階情報公開コー　本会議の会議録は、市役所１階情報公開コー

ナー、市立図書館、浄法寺カシオペアセンターナー、市立図書館、浄法寺カシオペアセンター

に備えてあります。平成 18 年度以降の会議録に備えてあります。平成 18 年度以降の会議録

は二戸市議会ウェブサイトから閲覧・検索するは二戸市議会ウェブサイトから閲覧・検索する

こともできます。こともできます。

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周波数定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周波数
77.9 ＭＨｚ）で録音放送をしています。77.9 ＭＨｚ）で録音放送をしています。
　放送日程は、二戸市議会ま　放送日程は、二戸市議会ま
たはカシオペアＦＭのウェブサイトたはカシオペアＦＭのウェブサイト
でご確認ください。  でご確認ください。  

一般質問をラジオで放送しています

議
案
第
５
号　

３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

産
業
建
設

常
任
委
員
会

本
会
議
で
の
質
疑

総　
　

務

常
任
委
員
会

寒さに耐えて甘みを増すリンゴ…ふるさと納税で

朝の暗いうちに効率よく除雪を終える

市はフードダイバーシティ（食

の多様化）に取り組んでいます。

　　

反
対
反
対
し
ま
す
！

し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

内
沢　

真
申  

議
員

　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
少
し
理
解
し
が
た
い

面
が
あ
っ
た
。
地
域
企
業
と
連
携
し
、

資
源
を
生
か
し
た
ソ
フ
ト
的
事
業
展
開

す
る
目
的
に
は
賛
同
す
る
が
、
足
湯
整

備
に
つ
い
て
は
構
想
が
不
十
分
な
ま
ま

で
走
り
な
が
ら
形
を
整
え
る
と
い
っ
た

手
法
で
疑
問
が
残
る
。
最
初
に
方
向
性

や
事
業
費
を
固
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
進

め
な
が
ら
、
不
具
合
の
際
に
は
議
会
に

知
ら
て
い
た
だ
き
た
い
。
確
か
な
手
順

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見

を
付
し
て
賛
成
す
る
。

賛
成

　

田
口　

一
男  

議
員

　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
尽
力
し
て

い
る
関
係
者
に
感
謝
す
る
一
方
で
、
職

員
の
時
間
外
勤
務
増
と
な
っ
て
い
る
現

状
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
町
合
併

時
の
職
員
数
削
減
が
要
因
で
あ
る
と
考

え
る
。
コ
ロ
ナ
な
ど
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
る
人
員
の
確
保
、
特
に
も
保
健

師
の
確
保
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
金

田
一
温
泉
の
足
湯
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
、
よ
り
深
く
協
議
い
た
だ

く
こ
と
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

賛
成

３

年

度

一

般

会

計

３

年

度

一

般

会

計

補

正

予

算
（

第

８

号

）

補

正

予

算
（

第

８

号

）

３

年

度

一

般

会

計

３

年

度

一

般

会

計

補

正

予

算
（

第

８

号

）

補

正

予

算
（

第

８

号

）

３

年

度

一

般

会

計

３

年

度

一

般

会

計

補

正

予

算
（

第

８

号

）

補

正

予

算
（

第

８

号

）

二

戸

市

過

疎

地

域

二

戸

市

過

疎

地

域

持

続

的

発

展

計

画

持

続

的

発

展

計

画

の

策

定

に

つ

い

て

の

策

定

に

つ

い

て

　排雪作業の状況

12月定例会が

　はじまりま～す！

　次回の定例会は、12 月 7 日 ( 火 ) に開会の予定です。
　議論が白熱する様子は議場で傍聴いただくのが一番ですが、
現在コロナ対策のため議場の入場制限を（9 名までと）してい
ます。YouTube の生配信や録画配信でも臨場感あふれる論戦
が視聴できます。詳しい日程は二戸市議会のウェブサイトでご
確認できます。「二戸市議会」で検索ください！

二戸市版「家庭教育の手引き」

なるほど～そういうことかぁ！

　
　市では～
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一 般 問質
審議結果、賛否の公表　　審議結果、賛否の公表　　

出 堀　満 則　議員　………………  Ｐ 13

 １． 後期基本計画について
 ２． 市長選について

 新 畑　鉄 男　議員　………………  Ｐ 14

 １． コロナワクチン接種について
 ２． 今後の経済、生活支援について
 ３． 休耕地の活用について

 
 田 口　一 男　議員　………………  Ｐ 14

 １． 長寿社会の地域公共交通について
         

 沼 井　賢 壮　議員　………………  Ｐ 15

 １． 二戸市における新型コロナウイルス感染症
　      に対応した各事業の評価について
 ２． 高齢者の通院支援について
 ３． 二戸市における災害対策の現在と今後につ
           いて
 ４． 高校魅力化推進事業の今後について

 髙 村　人 司　議員　………………  Ｐ 16

 １． 市内小中学校のエアコン利用について
 ２． 防災行政無線について

 米 田　　 誠　議員　………………  Ｐ 16

 １． 奨学金返還支援制度について
 ２． 学校におけるコロナ対策について

 國 分　敏 彦　議員　………………  Ｐ 17

 １． 天台寺の観光振興について
 ２． 地域経済の活性化について
 ３． 児童生徒の学力・学習状況調査の結果につ
　　  いて

畠 中　泰 子　議員　………………  Ｐ 18

 １． 深刻な仮住宅不足の土地区画整理事業 
 ２． 新型コロナウイルス感染症対策
 ３． 生理の貧困

　一般質問は、議員が市政全般にわた

り事業の執行状況や考え方などを執行

機関に質問するものです。

　本定例会では 8人の議員が、下記

の項目について質問に立ちました。

官
民
一
体
で
取
り
組
ん
だ

集
大
成
と
し
て
、
転
倒
予

任
期
が
あ
と
４
か
月
で

あ
る
。
３
期
目
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

１
期
目
で
は
小

保
内
前
市
長
の
政
策
を

引
継
ぎ
、
第
１
次
総
合
政
策
の

総
仕
上
げ
を
行
い
、
２
期
目
で

は
公
民
連
携
事
業
や
区
画
整
理
、

産
業
、
福
祉
、
子
育
て
、
教
育

等
、
各
分
野
の
施
策
を
進
め
て

き
た
。
山
積
す
る
課
題
を
真
正

面
か
ら
と
ら
え
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
誠
心
誠
意
全
力
で
取

り
組
む
覚
悟
を
も
っ
て
、
令
和

４
年
１
月
の
二
戸
市
長
選
挙
に

立
候
補
す
る
こ
と
を
正
式
に
表

明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

防
都
市
宣
言
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

市
長　

第
２
次
総
合
計

画
で
は
健
康
寿
命
伸
延

を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
後
期

計
画
の
中
で
、
若
い
時
か
ら
の

運
動
習
慣
づ
け
や
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
転

倒
予
防
を
含
め
た
広
い
視
野
で

の
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
て
も

ら
い
、
こ
の
宣
言
が
生
涯
に
わ

た
り
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

ー
及
び
県
北
農
業
研
究
所
に
お

い
て
栽
培
機
械
化
の
実
証
実
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
夏
恋
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
カ
シ
オ
ペ
ア
ブ
ル
ー
、
リ
ン

ゴ
の
は
る
か
と
冬
恋
は
、
ブ
ラ

ン
ド
フ
ル
ー
ツ
の
三

柱
と
し
て

生
産
販
売
を
進
め
て
お
り
、
贈

答
用
と
し
て
市
場
か
ら
も
消
費

者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
市
内
外
の
方
に
二
戸
市
の

農
畜
産
物
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。

若
手
農
家
の
意
見
や
提
案
を
販

売
戦
略
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

農
畜
産
物
販
売
戦
略
の
現
状
と
課
題
は

若
手
農
家
の
提
案
を
生
か
す
こ
と
が
重
要

日
本
短
角
牛
、
雑
穀
、

夏
恋
、
カ
シ
オ
ペ
ア
ブ

ル
ー
、
冬
恋
の
販
売
戦
力
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

日
本
短
角
牛
は

全
体
的
な
個
体
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
地
維
持

拡
大
に
よ
り
素
牛
の
増
頭
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

雑
穀
に
つ
い
て
は
、
健
康
志
向

の
高
ま
り
か
ら
需
要
増
加
の
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
生
産
量
が

課
題
で
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た

め
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

問

問

答

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

畠
中　

泰
子 

田
口　

一
男

（
欠　

員
）

岩
崎　

敬
郎

沼
井　

賢
壮

小
田
島
行
伸

三
浦　

利
章

新
畑　

鉄
男

駒
木　
　

昇

髙
村　

人
司

出
堀　

満
則

石
輪　

成
人

米
田　
　

誠

菅
原　

恒
雄

田
中　

勝
二

國
分　

敏
彦

内
沢　

真
申

田
代　

博
之

認定第２号  ２年度国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

× × － 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号  ２年度後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

× × － 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第１号  教職員定数の改善及び義務教育費国
庫負担制度拡充に係る意見書

○ ○ － 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号  「生理の貧困」への対策を求める意見
書

○ ○ － 議 × × ○ ○ × × × × × ○ × × × ×

発議第４号  新型コロナ禍における米価下落に対
する緊急対策を求める意見書

○ ○ － 議 × × ○ ○ × × × × × ○ ○ × × ×

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1 二戸市工場等設置奨励条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
2 二戸市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例を廃止する条例 可決（全員賛成）
3 二戸市過疎地域持続的発展計画の策定について 可決（全員賛成）
4 令和２年度二戸市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決（全員賛成）
5 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第８号） 可決（全員賛成）
6 令和３年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
7 令和３年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
8 令和３年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
9 令和３年度二戸市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

10 令和３年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
11 令和３年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
12 令和３年度二戸市水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

認定

1 令和２年度二戸市一般会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
2 令和２年度二戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）
3 令和２年度二戸市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
4 令和２年度二戸市生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
5 令和２年度二戸市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
6 令和２年度二戸市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
7 令和２年度二戸市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
8 令和２年度二戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）
9 令和２年度二戸市水道事業会計決算認定について 認定（全員賛成）

諮問
1 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

2 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

報告
1 令和２年度二戸市健全化判断比率及び経営健全化資金不足比率の報告について 報　　告
2 令和２年度非強制徴収債権の放棄の報告について 報　　告
3 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告について 報　　告

発議

1 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決（賛成多数）
2 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決（全員賛成）
3 「生理の貧困」への対策を求める意見書 否決（賛成少数）
4 新型コロナ禍における米価下落に対する緊急対策を求める意見書 否決（賛成少数）
5 議会改革推進特別委員会設置に関する決議 可決（全員賛成）

【審議結果】

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。氏名の上の数字は議席番号

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

出堀 満則議員

大粒であま～いカシオペアブルー

答

問
市
長
３
期
目
立
候
補
は

答

　議会が始めると、インターネットにてライブ中継映像をお送り
しています。また、過去の映像から最新の映像まで録画映像を配
信しておりますので、いつでも本会議を視聴できます。
　右の QR コードからアクセスしてください。 　右の QR コードからアクセスしてください。 

議会のネット中継議会のネット中継

市政を問う！市政を問う！

88 人の議員が一般質問人の議員が一般質問

転
倒
予
防
都
市
宣
言
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一 般 問質一 般 問質

方
へ
は

ら
し
を
守
り
な
が
ら
新
し
い
生

活
様
式
へ
の
対
応
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
内
経
済
を
下
支
え

し
、
雇
用
の
維
持
や
事
業
継
続

の
一
助
に
な
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
対
し
、
市
外

医
院
へ
の
通
院
支
援
は
検
討
で

き
な
い
か
。

市
長　

現
在
の
通
院
支

援
は
二
戸
管
内
の
医
療

機
関
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、

３
５
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
５
年
間
で
16
ヘ
ク
タ
ー
ル

ほ
ど
増
加
し
た
。
こ
の
要
因
は
、

米
価
の
低
迷
や
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
担

い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者
な
ど

中
心
経
営
体
に
集
積
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
、
家
族
や
親
族
の

介
助
に
よ
り
公
共
交
通
機
関
や

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
状

市
長　

20
年
後
の
高
齢

者
人
口
予
測
で
、
令
和

22
年
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
が

全
人
口
の
43
・
７
％
を
占
め
る
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
民
間
交

通
の
維
持
が
課
題
と
考
え
て
い

る
。
行
政
に
限
ら
ず
、
地
域
住

民
や
民
間
の
輸
送
資
源
な
ど
、

地
域
全
体
の
交
通
網
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
便

性
と
持
続
可
能
な
交
通
網
を
整

備
す
る
た
め
に
、
二
戸
市
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
た
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
あ
る
い

は
身
体
が
不
自
由
な
方
が
、
通

治
体
が
公
共
交
通
を
担
う
時
代

と
な
っ
た
。
免
許
返
納
は
、
事

故
防
止
と
生
活
維
持
の
相
反
す

る
側
面
が
あ
る
。
集
落
が
点

在
す
る
地
域
に
配
慮
し
、
生

活
の
足
で
あ
る
交
通
手
段
を

確
保
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の

生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

過
疎
地
域
に
お
け
る

20
年
後
の
高
齢
者
人

口
比
率
に
向
け
た
、
地
域
公

共
交
通
対
策
と
、
障
が
い
者

等
身
体
の
不
自
由
な
市
民
に

対
す
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
化
に
と
も
な
い
高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
や
交

通
弱
者
も
増
加
す
る
。
ま
た
、

悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
免
許

返
納
す
る
方
も
い
る
。
こ
れ
ら

の
方
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
伺

う
。

市
長　

高
齢
化
社
会
に

お
け
る
地
域
公
共
交
通

の
確
保
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
中
で
多
く
の
自
治
体

が
抱
え
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

乗
客
の
減
少
に
よ
り
路
線
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
自

を
作
成
し
、
お
知
ら
せ
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
優
先
度

を
考
慮
し
、
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工
事
を
先
行

し
、
そ
れ
が
今
年
度
完
了
し
た

の
で
、
来
年
度
配
布
に
向
け
更

新
作
業
を
進
め
る
。
現
在
ハ
ー

ド
面
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
ほ
か

に
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
、
ソ
フ
ト
面
で
は
地
域
防
災

計
画
に
よ
り
防
災
訓
練
、
出
前

講
座
、
消
防
団
員
の
機
能
別
団

員
制
度
の
導
入
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
優
先
度
を

考
慮
し
て
、
国
県
の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
計
画
的
に
事
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に

防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
も
し
て
い
く
。

況
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を

図
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
た
め
現
状
で
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

水
防
法
の
改
正
に
よ
り
防

災
マ
ッ
プ
改
訂
が
急
務
で

は
。
市
に
お
け
る
災
害
対
策
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

防
災
マ
ッ
プ
は

市
民
一
人
一
人
の
命
を

守
る
行
動
に
つ
な
が
る
も
の
な

の
で
、
デ
ー
タ
更
新
し
た
も
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
事
業
の
評
価
は

部
局
横
断
的
に
52
事
業
、
総
額
42
億
円

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
応
し
た
各
事
業
の
評

価
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
実
施
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
、

①
国
の
特
別
定
額
給
付
金
事
業

な
ど
生
活
支
援
に
対
し
て
７
事

業
、
②
感
染
症
予
防
の
た
め
の

避
難
所
対
策
と
し
て
26
事
業
、

③
地
域
経
済
へ
の
支
援
と
し
て

13
事
業
、
④
新
し
い
生
活
様
式

を
見
据
え
た
Ⅰ
C
Ｔ
化
の
整
備

と
し
て
６
事
業
で
あ
る
。
総
額

で
約
42
億
円
の
事
業
を
実
施
し

た
。
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮

長
寿
社
会
に
お
け
る
公
共
交
通
確
保
の
方
向
性
は

持 

続 

可 

能 
な 
交 

通 

網 

整 

備 

を 

目  

指 

す

問

一 般 問質

問

問

答

を
開
設
し
、
自
立
相
談
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
二
戸
市

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
自
立
支
援
を
進
め

る
。
企
業
へ
の
支
援
は
、
そ
の

時
々
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

施
策
を
検
討
し
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な

い
よ
う
な
活
用
施
策
は

あ
る
か
。市

長
　
市
の
休
耕
地
面

積
は
令
和
３
年
度
で

ク
チ
ン
接
種
を
積
極
的
に
行
い
、

子
ど
も
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
低

減
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
基
本
的
な
感
染
対

策
と
衛
生
管
理
に
十
分
に
配
慮

し
て
い
く
。

教
育
長　

小
中
学
生
の

感
染
予
防
対
策
は
文
部

科
学
省
の
「
学
校
の
新
し
い
生

活
様
式
」
の
通
知
に
基
づ
き
行

っ
て
お
り
、
各
学
校
の
実
情
に

合
わ
せ
た
感
染
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
毎
朝

の
検
温
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
、
３
つ
の
密
の
回
避
、

教
室
内
の
換
気
、
校
舎
内
の
清

掃
・
消
毒
の
徹
底
を
行
っ
て
い

る
。
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
校
内
で
２
時
間
以
内

と
し
、
練
習
試
合
及
び
合
同
練

習
は
禁
止
す
る
こ
と
と
し
て
通

知
し
て
い
る
。

困
っ
て
い
る
企
業
や
家

庭
に
対
し
て
、
市
の
支

援
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
生
活
困
窮
者
支

援
と
し
て
、
委
託
事
業

に
よ
り
、
く
ら
し
の
相
談
窓
口

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は

希
望
者
接
種
11
月
完
了
を
目
指
す

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後

の
対
応
及
び
園
児
、
小

中
学
生
の
予
防
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

11
月
末
ま
で
の

接
種
完
了
を
目
標
に
、

必
要
と
な
る
接
種
回
数
を
確
保

す
る
た
め
、
二
戸
医
師
会
等
と

接
種
体
制
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。
対
象
者
で
接
種
を

行
っ
て
い
な
い
方
は
、
令
和
４

年
２
月
末
ま
で
の
接
種
期
間
内

に
予
約
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し

て
い
る
。
園
児
な
ど
へ
の
対
策

と
し
て
は
、
周
囲
の
大
人
が
ワ

問

問

答

答

答

新畑 鉄男 議員 田口 一男  議員  沼井 賢壮  議員 

豊かな実りを引き継いで　

院
な
ど
一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、

福
祉
有
償
運
送
に
よ
る
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
い
た
だ
い
た
り
、

障
が
い
が
あ
る
方
へ
は
タ
ク
シ

ー
券
の
支
給
や
通
院
介
護
な
ど

の
外
出
支
援
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
地
域
に
あ
っ
た

形
を
協
力
企
業
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　通院支援の強い味方「介護タクシー」

答

経
済
・
生
活
支
援

問
休
耕
地
の
活
用

答

答問

答

地域の足　にこにこ号

高
齢
者
の
通
院
支
援

問答

今
後
の
災
害
対
策
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力
、
持
続
力
、
忍
耐
力
等
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
学
力
調
査

の
数
値
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と

な
く
学
校
現
場
と
力
を
合
わ

せ
、
今
後
と
も
地
に
足
を
つ
け

て
、
日
々
の
指
導
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
あ
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
を
使
用
し
た
伝
達

手
段
の
多
様
化
も
図
っ
て
い
く
。

現
在
の
貸
し
出
し
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市

長 

８

月

末

現

在

の
貸
し
出
し
状
況
は

４
８
０
８
台
と
な
っ
て
い

る
。
内
訳
は
家
庭
で
の
利
用

４
４
９
６
台
、
こ
れ
で
市
内
全

世
帯
の
約
４
割
に
普
及
し
た
こ

と
に
な
る
。
他
は
学
校
や
福
祉

施
設
、
民
間
事
業
所
の
利
用
が

３
１
２
台
。
防
災
に
不
安
が
あ

る
方
や
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に

く
い
方
に
、
随
時
貸
し
出
し
を

し
て
い
る
。

済
対
策
の
考
え
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
第
７

弾
に
わ
た
り
コ
ロ
ナ

対
策
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の

時
々
の
状
況
に
応
じ
て
緊
急
度
、

優
先
度
を
考
慮
し
て
事
業
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
た
が
、
直
接

事
業
者
を
支
援
す
る
持
続
化

支
援
給
付
金
事
業
や
事
業
継
続

支
援
給
付
金
事
業
な
ど
の
ほ
う

が
優
先
度
が
高
い
と
判
断
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
現
状
を
分

析
し
て
い
る
の
か
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

小
学
校
６
年

生
の
国
語
は
全
国
を
上

回
り
、
算
数
は
全
国
と
同
等
の

正
答
率
で
あ
っ
た
。
中
学
校
３

年
生
の
国
語
は
全
国
を
若
干
上

回
り
、
数
学
は
全
国
を
下
回
っ

た
。
中
学
校
３
年
生
の
数
学
に

課
題
が
見
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ

た
。
学
力
の
捉
え
方
は
、
学

び
に
向
か
お
う
と
す
る
姿
勢

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

蔵
庫
と
し
て
活
用
す
る
検
討
を

進
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現

時
点
で
記
念
館
を
新
設
す
る
計

画
は
な
い
。
ま
た
、
か
つ
ら
庵

に
つ
い
て
、
甘
味
処
と
し
た
の

は
従
業
員
を
確
保
で
き
な
い
こ

と
と
採
算
面
で
厳
し
い
と
い
う

理
由
か
ら
、
本
年
度
は
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
と
祝
日
に
営

業
す
る
こ
と
と
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の
経

　
　
　
　

現 

時 

点 

で 

新 

設 

す 

る 

計 

画 

は 

な 

い

観
光
振
興
に
は
寂
聴
記

念
館
の
新
設
が
不
可
欠

で
は
な
い
か
。
甘
味
処
と
な
っ

た
か
つ
ら
庵
は
今
後
ど
う
な
る

の
か
。

市
長　

記
念
館
の
新
設

に
つ
い
て
は
、
岡
本
小

学
校
跡
地
活
用
の
一
つ
の
案
と

し
て
検
討
し
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
天
台
寺
周
辺
地
区
を
公
民

連
携
基
本
計
画
の
重
点
地
域
に

位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
、
漆
文
化
の
継
承
と
産

業
振
興
に
向
け
、
浄
法
寺
歴
史

民
俗
資
料
館
や
重
要
文
化
財
収

い
る
。
学
校
へ
の
直
接
の
意
見
は

な
か
っ
た
が
、
今
後
も
市
民
の
声

を
拾
う
な
ど
し
て
対
応
し
た
い
。

今
年
は
夏
休
み
明
け
に
暑
い
日
が

続
い
た
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
の

体
調
を
考
慮
し
、
使
用
基
準
を
柔

軟
に
運
用
す
る
よ
う
通
知
し
た
。

聞
こ
え
に
対
す
る
問
い

合
わ
せ
や
苦
情
及
び
そ

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

令
和
４
年
度
内

に
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
運

用
停
止
を
控
え
、
元
年
度
か
ら

更
新
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
高
性
能
化

し
た
が
、
以
前
に
比
べ
て
聞
こ

え
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
時
報

の
チ
ャ
イ
ム
が
う
る
さ
い
と
の

苦
情
も
あ
り
、
相
反
す
る
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
カ

ー
を
増
設
し
た
の
で
、
現
在
施

工
業
者
と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量

や
角
度
を
調
節
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
防
災
ア
プ
リ
、

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
使
用
状
況
は

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

使
用
状
況
及
び
児
童
生

徒
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
等
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

令
和
２
年
５

月
25
日
付
け
で
各
学
校

に
使
用
基
準
を
通
知
し
て
お
り
、

そ
の
内
容
と
し
て
使
用
期
間
は
お

お
む
ね
６
～
９
月
、
温
度
設
定
は

27
度
を
基
本
と
し
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
の
使
用
記
録
を
残
し
て
い
る

学
校
は
少
な
い
た
め
正
確
な
日
数

は
不
明
で
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

の
学
校
が
７
月
中
旬
か
ら
ほ
ぼ
毎

日
使
用
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て

温
度
設
定
は
27
度
を
基
本
と
し
て
児
童
生
徒
の
体
調
を
考
慮

問 問答

問

問

答

答

間

問答

地
域
経
済
活
性
化

学
力
学
習
状
況
調
査

新
防
災
行
政
無
線

髙村 人司  議員 米田 　誠  議員 國分 敏彦 議員

更新した防災行政無線屋外拡声子局

学んだことを地元に帰って活かします電子黒板やタブレットによる授業のようす

問答

防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
出

問答

問答

答

寂
聴
記
念
館
新
設
に
つ
い
て
の
考
え
は

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
整
備
は

若 

者 

の 

定 

住 
と 
経 
済 

活 

性 

化 

の 

た 

め 

検 

討

県
内
各
市
町
村
の
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
の
整

備
状
況
と
二
戸
市
の
こ
れ
ま
で

の
検
討
状
況
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

今
年
度
に
県
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

岩
手
県
と
宮
古
市
・
一
関
市
・

陸
前
高
田
市
の
３
市
が
就
業
先

等
の
要
件
を
定
め
て
、
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
を
活
用
し
た
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
県
で
は
、

制
度
対
象
と
な
る
県
内
企
業
52

社
に
就
職
し
、
県
内
に
８
年
間

就
業
及
び
居
住
の
見
込
み
の
あ

る
35
歳
未
満
の
方
を
要
件
と

し
、
返
還
額
の
２
分
の
１
、
最

大
２
５
０
万
円
ま
で
支
援
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
昨
年
度
に

国
の
支
援
制
度
が
改
正
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
地
元
産
業
界

と
協
力
し
て
基
金
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
二
戸

市
で
は
検
討
し
て
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
特
別
交
付
税
対
象

と
す
る
た
め
に
は
、
二
戸
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
成
総
合
戦
略

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要

で
、
財
政
負
担
が
生
じ
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
若

者
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
は

人
口
減
少
の
進
み
を
穏
や
か
に

す
る
と
と
も
に
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
お
け
る
感
染
予

防
策
及
び
修
学
旅
行
や

学
校
内
外
の
活
動
に
お
け
る
予

防
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

学
校
に
お
け

る
予
防
策
と
し
て
、
給

食
の
前
後
や
ト
イ
レ
の
後
、
教

室
の
入
口
な
ど
、
指
先
や
指
の

間
、
爪
、
手
首
な
ど
手
洗
い
を

念
入
り
に
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
修
学
旅
行
な
ど

郊
外
活
動
に
お
け
る
感
染
予
防

と
し
て
具
体
的
に
は
、
修
学
旅

行
は
11
月
以
降
に
延
期
し
た
う

え
で
感
染
状
況
を
ふ
ま
え
て
実

施
の
可
否
を
判
断
す
る
。
部
活

動
に
つ
い
て
は
原
則
校
内
で
２

時
間
以
内
と
し
練
習
試
合
及
び

合
同
練
習
は
県
内
外
問
わ
ず
禁

止
す
る
こ
と
と
し
て
通
知
し
て

い
る
。

学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
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　議長・副議長の任期は議員の任期（4年間）となっておりますが、　
二戸市議会では 2年を任期とする申し合わせがあります。全国の多く
の市町村議会においても、このような申し合わせを設けております。た
だし、この申し合わせを守らない場合についての法的拘束力はありませ
ん。今回、交代の時期を過ぎても辞さない前議長・前副議長に対
し、決定事項を遵守しなければスムーズな議会運営ができないと
して不信任決議が提出され、賛成多数で可決となりました。

議会活動の報告 (8 月から 10 月）令和 3年 8月　臨時会令和 3年 8月　臨時会

　　令和３年８月 12 日に令和３年８月臨時会が招集され、市長提出の報告２件について審議がなされたほか、任

    期中２年ごとに改選となる各委員会の所属替えが行われました。

　　当日、米田誠議長に対する不信任決議及び田中勝二副議長に対する不信任決議の動議が出され、いずれも

    可決されました。

　　　■ 報告第１号【株式会社カダルミライの経営状況について】   

　　　■ 報告第２号【株式会社カダルエステートの経営状況について】  

　　　■ 【常任委員会委員の選任 】   　

　　　■ 【議会運営委員会委員の選任】   

　　　※改選後の各委員会委員構成は３頁を参照ください。（ただし、臨時会第２回後の決定を掲載）

　　　※議長及び副議長に対する不信任決議の内容については、下記のとおりです。

令和 3年８月　臨時会 (第２回 )令和 3年８月　臨時会 (第２回 )

　　令和３年８月 27 日に令和３年８月臨時会（第２回）が招集され、市長提出の議案２件について審議がなされた

　ほか、議長及び副議長から辞職願が提出され、議会の承認を得たことに伴う正副議長の選挙が行われました。

　　この選挙により、新たに岩崎敬郎議長と三浦利章副議長が選出されました。

　　また、正副議長の交代に伴い、常任委員会委員、議会運営委員会、議席の一部が変更になりました。（変更後の

　各種委員会構成は３頁を、変更後の議席は 12 頁下段の表をご参照ください。）

　     ■ 【諸般の報告（副議長の辞職について）】        　                           ■選挙第１号【副議長選挙 】   

 　　■ 【議長の辞職について】                                                                      ■選挙第２号【議長選挙 】   　

　　 ■ 選挙第３号【二戸地区広域行政事務組合議会議員補欠選挙 】    

       ■ 議案第１号【市道馬場長瀬線歩道設置工事（第４工区）及び斗米橋橋梁補修工事（第４工区）合併工事の

　　　　　　　　　変更 請負契約の締結について】

         ■ 議案第２号【令和３年度二戸市一般会計補正予算（第７号）】　 補正額　1,100 万円  

         ■ 【常任委員会委員の変更 】   　　　　　　　　　　　　    ■ 【議会運営委員会委員の辞任（三浦利章委員）】   

 　　■ 【議会運営委員会委員の辞任（岩崎敬郎委員）】 　　　　 ■ 【議会運営委員会委員の補充選任）】 

　　 ■ 【閉会中の委員会活動について】  　　　　　                      ■ 【議席の一部変更について】 

臨時会な ど

窮
世
帯
へ
の
更
な
る
支
援
策
は
。

市
長　

国
等
の
動
向
も

注
視
し
、
支
援
の
時
期

や
支
援
策
等
を
検
討
し
て
い
く
。

小
中
学
校
へ
の
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

は
巡
回
で
は
な
く
、
１
校
１
名

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

県
教
委
に
よ

り
感
染
症
対
策
な
ど
の

た
め
12
学
級
以
上
の
学
校
に
１

名
、
12
学
級
未
満
の
小
学
校
に

は
５
校
で
１
名
配
置
さ
れ
て
い

る
。
市
教
委
で
の
新
た
な
配
置

は
考
え
て
い
な
い
。

６
月
議
会
で
取
り
上
げ

た
後
、
各
学
校
保
健
室

に
配
置
さ
れ
た
が
、
ト
イ
レ
へ

の
設
置
等
、
更
な
る
工
夫
は
。

市
長　

８
月
中
旬
か
ら

婦
人
相
談
窓
口
及
び
市

内
小
中
学
校
保
健
室
に
生
理
用

品
を
配
置
し
て
い
る
。
配
布
方

法
や
場
所
は
、
今
年
度
の
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長
　
単
に
ト
イ
レ

な
ど
に
配
置
す
る
の
で

は
な
く
、
養
護
教
員
が
保
健
室

で
直
接
提
供
す
る
こ
と
で
児
童

生
徒
の
困
り
ご
と
や
悩
み
な
ど

が
把
握
で
き
、
早
期
に
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

昨
年
度
か
ら
移
転
が
早

ま
り
対
象
戸
数
も
多
く
、

地
権
者
は
仮
住
居
探
し
に
苦
労

し
て
い
る
。
空
き
家
対
策
と
の

連
携
や
市
仮
住
居
の
増
設
は
。

市
長　

仮
設
住
宅
は
台

中
平
地
区
に
７
棟
、
倉

庫
２
棟
、
前
田
地
区
の
旧
農
協

支
所
を
改
築
し
た
仮
住
居
２
世

帯
分
、
倉
庫
11
部
屋
を
活
用
し
、

満
室
の
場
合
、
家
賃
や
倉
庫
に

必
要
な
費
用
を
移
転
補
償
し
て

い
る
。
市
内
に
は
民
間
賃
貸
住

宅
が
多
く
、
地
権
者
に
情
報
を

提
供
し
協
議
し
て
進
め
た
い
。

長
期
の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

境
に
あ
る
事
業
者
、
困

土
地
区
画
整
理
事
業
仮
住
居
不
足
へ
の
対
策
は

土
地
区
画
整
理
事
業
の

長
期
化
で
、
地
権
者
の

高
齢
化
、
空
き
家
化
、
世
代
交

代
、
商
業
地
域
の
機
能
の
弱
体

化
等
、
不
安
や
悩
み
の
声
を
聞

く
。
当
事
業
の
課
題
と
対
策
は
。

市
長　

平
成
８
年
着
手

以
来
25
年
が
経
過
し
、
進

捗
率
は
面
積
ベ
ー
ス
で
56
・
１
％

で
あ
る
。
長
い
時
間
を
要
し
、
土

地
利
用
等
に
一
定
の
規
制
を
か
け

る
な
ど
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
お

り
、
課
題
と
捉
え
る
。
広
報
や
説

明
会
で
の
説
明
や
清
算
金
に
関
す

る
制
度
創
設
の
対
応
を
し
て
き
た
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
、
地
権
者
と
協
議

問答

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

畠中 泰子  議員 

家屋の解体や移転が進む二戸駅前地区

問

答

生
理
の
貧
困
対
策

問答

　

８
月
23
日　

広
聴
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

８
月
24
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

８
月
26
日　

会
派
代
表
者
会
議

８
月
27
日　

臨
時
会

　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
月
30
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

９
月
２
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
月
６
日
～
24
日　

　
　
　
　
　

９
月
定
例
会

９
月
９
日　

広
聴
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

９
月
22
日　

市
政
調
査
会
臨
時
総
会

９
月
24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会

10
月
４
日　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
視
察

10
月
５
日　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会

10
月
７
日　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

10
月
15
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

閉
会
中
の
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

閉
会
中
の
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

閉
会
中
の
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
月
19
日　

議
会
改
革
推
進
委
員
会

10
月
21
日　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会

問答

問

答

答

活動報告など

10
月
26
日　

閉
会
中
の
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

閉
会
中
の
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

なぜ、
議席や委員会
構成まで変わ
るの？

　なぜ
　不信任？

　　議長は公平を保ちながら
　議会をまとめていく立場につき、
二戸市議会では、議会運営委員会の
委員や常任委員長と兼務しない、会
派に属さないことにしています。　
　議場では会派ごとに着席するた
　　め議席の変更をしました。
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特 集特 集

　

９
月
６
日
に
正
副
議
長
が
藤
原
市

長
に
「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
関
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
、
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
予
算
化
の
お
願
い
を
し
ま

し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の

メ
リ
ッ
ト
は
、

デ
ー
タ
の
保
管
・
検
索
が
容
易
に
な

る
こ
と
や
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

る
こ
と
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
む

こ
と
、
情
報
共
有
が
容
易
に
な
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
二
戸市長に要望書を手渡す岩崎議長と三浦副議長

市
議
会
が
一
番
に
目
指
し
た
の
は
、

住
民
意
思
が
反
映
さ
れ
た
政
策
の
実

現
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
把
握
し
、

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
具
現
化
さ

せ
て
い
く
た
め
、
市
議
会
で
も
デ
ジ

タ
ル
変
革
に
踏
み
切
る
決
断
を
し
ま

し
た
。

　

９
月
定
例
会
最
終
日
に
、
こ
れ
ま

で
「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」
と
し

て
活
動
し
て
き
た
組
織
を
「
議
会
改

　二戸市議会は、例年、議会報告会・意見交換会を開催しております
が、今年度はコロナ禍により開催が難しい状況です。そこで今回「特別
企画・ご意見箱」として、クイズにご応募いただいた皆さまからのご意
見をご紹介しながら、二戸市の今を考えます。　　　　　　　　　　

ご意見箱

　市政に届けます！

みなさまの声を

６月定例会での話題…６月定例会での話題…

　　　　

 　初めて傍聴しました…

　学生である私や友人は議会の傍聴になかなか行
けません。私の推論ですが、若年層の方々は市政
に全く興味がないわけではなく、時間の都合が合
わないということが原因ではないかと思います。
市民が議会の傍聴を通して議会を監視することは、
市政によい影響があると思います。そこで提案し
たいのですが、傍聴が可能な本会議だけは、休日
に行うことを検討していただきたいです。さらに、
二戸市の至る所に誰でも市に意見を寄せることが
できる「目安箱」のようなものの設置をお願いし
たいです。　　　　　　　（仁左平・男性）

　生理の貧困について

　とてもデリケートな問題だと思いま
す。最近メディアでも取り上げられて
おり情報として巷に流れています。生
理貧困者の人達にさりげなく寄り添い
救済する手立てとして窓口開設の提案
が議員からありましたが、少し疑問を
感じました。　　　（福岡・ 女性）　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　福岡工業高校存続について

　私は大学に入りたかったので福岡高校に入りましたが、将来の選択
肢が１つしかありませんでした。いろんな事を勉強できて、大学進学
も考えられる高校だったら福岡工業高校に入っていたと思います。同
じ県のはしっこの一関は、第一と第二があるのに、二戸は高校の選
択肢が 1 個しかなくて、岩手県の北と南の格差を、当時は絶望的に
感じていました。一関と比べてみる発想も、二戸にいては生まれに
くいと思います。二戸に生まれた高校生がもっと自分のすきなこと
を勉強できる高校が福岡工業高校になってくれたらいいと思います。
　　      　　　　　　　　　　　　　　    （上斗米・ 女性）

コロナワクチン接種
について

　「任意接種につき本人判断を尊
重」は当然と考える。ワクチン
接種は体内に異物を入れるわけ
だから、必ず体に副反応が起こ
ると考える。それがどのような
反応なのか誰にもわからない。

「不安」である。ワクチン接種の
「不安」は未知なる不安だ。しか

し、コロナに感染する「不安」
は未知なる不安ではない。自分
自身で目に見えて予防できる方
策がある。ならば、そのことに
全力を尽くす。  （福岡・女性）
　　　　　　　　　　　　　　　

９月議会を傍聴して…９月議会を傍聴して…

　みなさまからのご意見を真摯に受け
止め、今後の議会活動に活かしてま
いります。また、必要に応じては担
当課と情報共有し、対策や改善につ
なげてまいります。

消防団員なり手不足について
　孫が消防団員で、団員数が少ないと聞
いています。手当や報酬を引き上げてい
ただくと入団する方も増えると思いま
す。　　　　　　　（浄法寺町・女性）

最近物価が高くて…
　

生活が大変です。二戸市でも商品券

のような高齢者でも利用しやすいも

のがあればいいです。ペイペイなど

は、スマホがないので使えません。

　　　　　　　　　（ 福 岡・ 女 性 ）

議会改革に本気です
　全国の多くの市町村議会では、住民の皆さまに「議会のしくみ」や「議会のはたらき」を知
っていただき、皆さまが議会を身近に感じることで気軽にご意見などを寄せくださるようになり、
共にまちづくりをしていくような取り組みが進められています。この取り組みのことを「議会改
革」といいます。
　これまでも議会ウェブサイトによる動画配信や会議録検索システム、にのへ市議会だよりなど
を通じて皆さまとつながる活動を続けてきました。これからはさらに一歩ふみ込んで、　議案審
議においては皆さまの声を基に責任をもって判断をすることはもちろん、必要な施策を議会から
提案して執行してもらうようにします。その第一歩として、さる 9 月 24 日に「議会改革推進特
別委員会」を組織いたしました。その中に「議会改革推進委員会」と「ICT 推進委員会」の２つ
の小委員会を設置し、各分野の改革に取り組んでいきます。
　二戸市議会はさらなる「市民目線」の議会へと歩みを進めます！   
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　　　二戸議会 ICT 化推進に関する要望書

　二戸市議会は、これまで議会改革推進協議会により、市民

の負託にこたえるため積極的に議会改革に取り組んでまいり

ました。デジタル化が進む中、議会活動においてもその活用

が求められてきているところであることから、二戸市議会で

は、ＩＣＴ推進プロジェクトチームを設置し、ＩＣＴ化推進

について検討を重ねてまいりました。その結果、先の議会改

革推進協議会におきまして、ＩＣＴ化推進のため、下記の 3

点について導入することを市長に要望することで、議会とし

て合意いたしました。つきましては、二戸市議会のデジタル

化推進の趣旨をご理解いただき、令和 4 年度の当初予算に計

上していただきたく要望いたします。

　　　　　　　　　　　　　記

　　１．タブレット端末の導入

　　２．文書共有システムの活用

　　３．グループウエアの活用

　　　

    ○議会改革推進特別委員会　　委員長　　三浦　利章
　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　田代　博之
　　　　　　　　　　　　　　　委員　　　議 員  全 員
　○議会改革推進委員会　　　　委員長　    内沢　真申
　○議会改革ＩＣＴ推進委員会　委員長        沼井　賢壮
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下の○に当てはまる言葉を入れてください。

 「『二戸市議会○○○化推進に関す

る要望書』」を市長に提出しました。」

答えは 3 文字！

　
発

行
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戸

市
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    編
集
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1633

二戸市議会のホームページ　　　　　　　　　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148

二戸市議会のメールアドレス 　　　　　     gikai@city.ninohe.iwate.jp　
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　本会議は当日の受付で傍聴できます。傍聴を希望する場合は、議会開催日に

市役所３階へお越しください。車椅子をご利用の方も傍聴可能です。

　また、市役所および浄法寺総合支所の１階ホールでは、テレビで議会中継を

見ることができます。　           ※ ９月定例会の傍聴者は 58 人 （延べ）でした。

　2011 年 4 月に二戸スイミングスクールに就職して今年で 10

年になります。二戸スイミングスクールは1992年 2月に開校

し、2022年 2月に30年の節目を迎えます。二戸市内で唯一の、

年中泳ぐことが可能な室内施設です。

　現在は、3歳のお子様から95歳の方まで、幅広い年代にご

利用いただいております。また、施設にはプールだけではなく、

有酸素運動が行えるトレーニングルームも併設しております。

これからも地域のみなさまの健康づくりのお手伝いができる

よう努めてまいります。　

声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろ
ばば

議会だよりクイズ
紙面の中から答えを見つけてね！

右のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます→

議会を傍聴

してみませんか

▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や議会だよ

りを読んだ感想などを必ずご記入のうえ、ハガキやファックス、
電子メールにてご応募ください。正解者の中から抽選で５人に二
戸市共通商品券 1,000 円分をお贈りします。当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。
※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させていただく
ことがありますのでご了承ください。（氏名非公開）
▪ あて先

  〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47　　　
　 二戸市議会事務局 議会だより係　
  FAX：0195-23-1633   /   メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締切　
　令和４年１月 10 日（月）　※ 当日消印有効　　　　

（  前回の答え…   「 転倒予防 」  ）

地域のみなさまの地域のみなさまの

健康増進のために健康増進のために

　このコーナーでは、市民の皆さまのま

ちづくりに対する思いを紹介します。

　みなさまと一緒に、このまちの未来を

考えていきたいと思います。

金田一地区

　　石
いしざわ

澤　春
しゅんすけ

輔さん（33 歳）

議会だより編集担当（広報部会）
（後列左から時計回り）内沢委員、小田島

副部会長、沼井委員、田口部会長　石輪広

聴広報委員長

　


